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卩V

ド
‘ン
株
式
敗
釗
所
で
は
、
取5|
所
嗜
员
の
機
能
は
、
自
已
の
訐
箅
で
取
引
す
る
ジ
ョ
ッ
バ
ー

(Jobber )

と
他
人
の
肝
弊
で
取
引 

す
る
ブ
ロ「

力
1(

B
r
o
k
e
r
)

の
，ニ
群
に
確
然
と
分
れ
て
；

S

る
。
•&
,の
機
能
分
離
の
现
由
と
歷
史
的
性
格
に
り
い‘て
'は
從
來
殆
ど
論
究
さ 

'

^

^

t

^

yfe
:
;
究̂
明
す
芩
嚴
^
先
づ
：其
現
狀
分
析
知
銀
行
及
汰
艰
引_
趙
笨
の
_
史

的

相

：瓦

顧
^

ブ
，
卩1
力
I
は
"
非

龠

員

た

，る
公
衆

.の
#
文
を
そ
の
代
理
入(A

g
e
n
t
)

ど
し
て
、
取
引
所
立
會
場
內
に
おW
て
ジ
ョ
ッ
X

Iと
'取
引 

す
る
。
金
緣
設
斧(Gilt-edged security)

等
の1.
流
公
偾
‘が
|
1:
1

決
濟
制
.で
あ
る
ほ
か
は
：；/フ
> 
1

カ
ー

が

各

種'の
上
場
證
券
ぬ
0
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冬
诹
引
s
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:
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間

每
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期
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取
引
契
約
凳
一
藥
の
決
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わ
れ
秀
乘
の
.收
人
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康
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別
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め_
め
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訪 0=0 

特
定
證
狳
に
つ
い
て
、
ブ.口
ぴ
カ
ー
と
取
^
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ど
の
點
に
お
.い
て
ジ
ョ
ッ
バ
ー
栻
恰
も
紐
育
株
式
取
引
所
の
ス
ぺ
シ
ヤ

リ
ス
ト(

輿
門
證
錄
業
者.s

p
eeEist)

の
よ
乃
で
あ
名
。
ま
だ
小
喪
業
者
か
ら
質
ぃ
且
っ'赞
る
卸
寶
業
者
の
ょ'ぅ
で
も
ぁ
る
0
觅
に
ジ

.

ョ
ツ
：沙
':|
ぼ
買
ぇ
は
_
ち
に
'そ
：れ

を

轉

褒

し
、
，
：_

い
の
：.い
.ず
れ
か
に
偏
ょ
る
と
そ0
.
.た办
：忙
蒙
む
る
损
锦
の
危
險
も
多
い
か
ち.で，あ
'る
。
從
め
で
ジ
-ヨ
ッ
.バ
，
丨

に

と

つ
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-.
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>
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.
買

仗

來
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賣

丨

ヽ
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U
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.

'.

付
株
を
轉
贺
贺
屑
し
て
诮
分
の
賣
贸
帳
を

f

和
殺
さ
れ
た
寶
質
帳」

(Ballaneed Book) ，

Bf
i
ち
乎
.持ち
を
な
く
し
て
お
く
こ
と
が
现
想
：

• 

■な
の
.，である。
これ

.は
，ジ
ヨ
ッ
X

Iが
ー
撾
の
鞘
取
業
者
的
役
割
を
來
し
て
い
名
匕
と
を
承
し
て
お
り
、
紐
育
撒
式
取
引
所
の

1

_業
者
：：
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义
は
ツ
a

l

r

v

ト
.レ
一
ダ(Floor T

r
a
d
e
r
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の
機
能
に
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處
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瀹
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め
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#
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碎％
nre)

を
畨
略
し
て
、「

二
と
六
、-

三
士
六」

-と
い
ふ
風
に
兩
侧
呼
値

(
D
g
b
l
e

のgt:ation)

で
答
え
る
。
こ
の
；

a

と
を
ジ
，？

ッ
バ
ー
が「

値
を
つ
け
る」

(Maying a .price)

といぅので

.，あ
る
/0
も
し
右
の
場
合
に
瓦
十
志
が
略-$
れ
て
い
^
とすれば、

'そ
._の'
、

:
,:J
H
■
な
値
段
は
^
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_
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:^
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1

0

浒̂
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瀆
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値
も
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兩
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な
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«
呼
値
.か
寶
呼
値
‘か
の
い
ず
れ
^
一̂

,^
答
^
る
o
^
.ん，な
場
合
を
片
側
吼
値
：含 

と
稱
す
る
。
も
つ
と
極
端
な
と
き
は
、
呼
値
も
や
め
て
ブ
'ロ
ー

力

ー
と

ジ

ヨ

ー

バ

1
間
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値
段
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折
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と
な̂

0.
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右
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^
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例
え
ば
、
彼
等
はI

貝
方
亦
一
時
的
に
優
勢
な
と
き
は'、
そ
れ
に
向
つ
て
賣
付
け
て
騰
勢
を
そ
ぐ
と
兆
贮
、
市
況
が
落
勢
に
轉
じ
た
爲
に

>
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待
^
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寶
方
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.、'南
祝
.の
_
轉
に
伴
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;
て
戰
規
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方

が

出

て

べ

為

.：の
爸
期̂

，て
自
己
の
持
ち
株
を
轉
資
し
よ
ぅ
と
す
るQ
か
X
る
ジ
ョ
ッ
バー

の
自
己
訐
藤
を
も
つ
て
す
る
思
薇
行
爲
は”
豫
期
の
通
化
に
歎
ら
&
い
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す
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こ
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V
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己
計
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賀
姑
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鞘
取
的
^

へ
特
定
の
®
象
を
寶
買
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名
鞘
取
的
投
機
尊
業
乾
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あ
ず
と
的
ぅ
羅
^
あ
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0
:
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已
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:委
，託

者

た

る

公

衆

の

立

.#
か
ら
み
て
も
、
ブ
ロ
ー
力
ー
は
本
人
た
芯
委
託
苕
の
た
め
の
代
理
人
で
あ
权
、
そ
：の
た
め
贮
，立
會
場
內
で
：最
，
 

:
善
を
ク
く
し
:̂

い
名
か
ら
、.雨
者
の
聞
.に
利
辑
の
.對
立
は
何
等
I

し
.な
：い
。
、
む
し.ろ
委
託
者
の
注
文
は
：

K

口
ー
力
'丨
：を
f

と
し
て
、
、 

“
巧
ョ
ネ
パ
丨
CD
-
«
取
的
投
微
取
^

よ̂
今
尤
逯
行
さ
れ
る
か
ら
、.
*訪
者
に
ど
づ
：て
穸
ョ
ッ
バ.丨
は
不
河
騎
の
存
在̂

あ
る
。
ま
た
そ
の 

.

利
益
ほ
自
由
な
公
開
的
な
競
合
：に
よ
名
値
鞘
：に
依
苻
し
て
い
る
が
ら
、
：

.委
託
者
と
ブ
-:
-
_
1
.
カ
1:
:
'の
利
益
：を

犠

牲
.に
し
：て

得

ら

れ

.る

投

機

的 

.
利
益
で
は
.な
い
。
：そ
れ
故
：に
委
託
者_と
ジ
ョ
/

I

の
關
係
も
、-.
'
:
相
^
に
利
«
の
對
立
す
る
敵
對
關
係
ザ.は
な
い
彳
⑽
人
め
一計
算

.に

よ

る
 

委
託
賣
買
と
自
0
の
計
»
に
.よ
冬
投
機
的
賣
贸
と
の
か<
る
均
衡
的
調
和
的
機
櫸
は
、#
の
枨
式
取
引
所
.に
は
み
ら
れ
な
い
特
質
以
一
つ

で

あ

今

キ

ン

グ

ゾ

ド

ン
‘秣
，
式

取

引

所

，
の

特

ぢ

を

郝

摘

し

て

>「

公
於
の
大
*:
の
_
付
又
ば
買
付
は
、‘市
場

，
機

構

が

そ

の

激

動

を

吸 

收
'r
る
^
ぅ
に
什
糾
ま
‘れ
i:
い
な
い
^
り
、
触
益
で
®
端
な
®
格
®
動
を
避
®'
す
る
で
-あ
ろ
ぅ
。
從
つ
，て
ロ
シ
ド•ン
の
相
_

安
定
を
眞 

忙
說
明
す
.る
も
の
は
市
#

^

|に
あ
る
。
特
に_そ
れ
は
他
の
加
何^-
ぶ
祢
式
市
場
.に
あ
い
て
も
み
，ら
，办
な
い
制
度
、
卽
ち
棘
式
取
引
所
# 

<員
が
プ
只
1
力
ー
と
ジ
自
■ッ
バ
1
の
ニ
群
^
分
‘れ
て
'い
苍
と
ど
に
基
ず
，ぐ
し
と
，辦
ベ.て
.い
各
の
は
首
肯
せ
し
め
る
、も
の
が.あ
.る
。
、

,

,

い
ま
ロ
ン
ド
ン
隹
取
引
所
の
入
的
市
場
構
造
を
、

-

後
述

>

る
と
ど
ろ
を
含
め
て
圖^

す
れ
望
表
か
通
り
で
あ
冬。

,

-

:

.

,

立
#
場 

k 

•

'
丨

.
，

，
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O
M

方
：}

(

邝
文
収
次
：
：
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I 

~

銀
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衆

バ

代

ズ
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雄
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(

靴
版
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已
訃
览
ノ

已
名
義
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\
ジm

ッ

(

本
人〕

ブ
口
ー
カ

'.
<(

代
观
人

〕

(

廳

S
)

\

グ
ョ
ツ
バ

I

">
IJ
:
o 名
^

V
M•取
的
 

n
r
J
ir
I
-览
、

プ
P
丨
力•

，

(

代
规
人

〕

,—(

沈
文
‘取
次〕

G
M方〕

i

 行
^

—

,

!
.

(

代
理<

}

今
衆

-

,

■

(

本
人〕

立
#
揚

口

ン

，ド

ン

株

式

取

[̂
观

は

、

制

度

と

し

て-の
.ブa 

I力
I

I
 

yッ
バ
ー

の
分
類
に
つ
い.て
は
、
種
々
の
規
宛
を
設
け
て
い
る
。
そ
れ 

ょ
，.
れ
ぼ
：、：.
.
好
ま

^
>
^
&
,
い
.業
務
成
績

0
者
や
疑
わ

.し
い

性

質

の

者

を

含

員

か

ら

除

女

す

，

^,
た
：^,
に
.、〜

每
'年<12̂

を
寅
新
す
る 

め

て

い

る

。
、
-

^

の

^
間

從

每

年

の

三

月

ニ

十

五

日

に

始

免

る

I,

年
間
の
、
み

で

あ

る

。
取

引

所

理

事

會

(
Th
e Council of the Stock 

E
x

u
)

 

’は
、
；

S
：

分
の
一
1IS
議

決

を

名
.つ

て

(#
員
を
選
擧
_す
る
が
フ
そ
め
際
選
擧
电
？馨
は
過
在
の
經
摩
を
記
載
し(

他

の

證

素

r
vト
ン^
<
:取|̂
所
免
：
：
：
の

槔

他

分

龇

-
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坎
贪
雜
雜
.第
叫
十
四
卷
第
五
媿

， 

/ 

aJ
L

o

o

l

l

A

y 

務
に
從
难
し
な
いsit
を
明
記
す
る
と
共
に
、
ブ
ロ
ー
カ
ー

-

と
し
て
行
動
す
る
か
、
ジ
，ョ
ッ
バ

1
A
J

じ
て
行
動
す
る
か
の
區
別
を
敦
示
し
な 

.'け
れ
ば
な
ら
な
v>
o
ブ
ロ 

r力
ー
か
ら
ジ
ヨ
ッ
バ
ー
、
後#
か
ら
前
者
へ
，の
資
格
變
诞
は
、
十
叫
ロ
以
前
わ
现
事
會
に
通
告
す
れ
ば
可
能

-:
.
. 

で
あ
る
が
、.
.ご
れ

は

例

外

的

に

し

か

起

ら

な

，
い

。
，

,

.
'

.
'
•

■ 

, 

• 

' 

 ̂

’ ： ゝ

個

人
^
:
!
^
は
5
ず

れ

も

商

社

(
F
f
r
m
)

を
組
織
し
て
ご
れ
に
所
嵐
し
て
い
る0
:商
社
に
ほ
組
^
; 

(partnership)

：
'と
無
限
責
任
會
社> 

(
c
o
m
p
a
n
y
)

と
’が
あ
る
。
' 舎
負
機
能
の
分
離
は
、
ヒ
れ
ら
の
商
社̂
ま
で
及
ん
で
い
る
。
ブ
ロ
 

I力

ー
又

は

ジ

ョ

ッ

バ

ー
が
、

»
合
の
-
 

組<{

員
に
な
り
、
又
は
無
限
貴
任
會
祌
の
社
員
に
な
る
場
合
に
は
、
兩
背
が
ー
諸
に

.な
吝
こ
.と
.は
.で
き
な
^
0
'
.
非
#
員
は
趄
八
^

も
^

M
に
も
な
れ
敖
い
ノ
從
つ
て
組
合
と
食
滅
は
ブ
ロ1力

ー

の

み

か

、
ジ

.
V

ッ
バ
ー
の|
か

ら

な‘る
#
員
に
よ
つ
_..
て
姐
織
樂
^
る
«
で
'あ
る
.
0 

,

#社
は
そ
-の
所
思
;|
1

!:良
た
る
金
<
|
の̂
^
名
に
ょ
つ
て
法
人^
|1(corporate M

e
m
b
e
r
〕

;:
な
1る
が
、;.
:そ
の
^
人
#-
厥
は
_
1己
の 

介
義
で
な
く
渋
人.の
、名
義
に
お
い
て
取
引
ず
る
。
組
合
で
あ
つ
そ
も
、
-立
會
場
に4

い
て
そ
の
名
義
•で
賣
賈
：で.：ぎ
：る「

立
#.
組
合」

一
 

rket: partnership). ：

の
柳
減
員
は
^
;
1
,
.
1

名
の
#
员
又
は
商
社
を
超
ぇ
て.は
，な
ら
/X
い
广
法
人
#
員
^
は
.

「

.立
#
:組
合
4
の/,取
1}
|
上
の
責
-
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-
'任
に
つ
’い
て
は
、
そ
の
所
嵐#
員
が
負
ぅ
も
の
で
あ
る
？
 

,
ぐ

.
,
い
 

,

■

V

ブ

ロ

ー

ヵ

ー

の

機

能

に

つ

い

，
て

は

11
に
注
：1
1す
ぺ
’き
取
3|
所
規
則
が
あ
る
。
非
舍M
と
の
，注

文

執

行
'及
びr

喰
合
せ
注
文
：

」

ニ
に
：つ

(

い
て 

"■の
、規
定
が
^
れ
で
あ
る
。
第
一.
:の
非
#
員
と
の
：娃

文
-«
行
：に
づ
.い
：：̂

-
ブ
.
.
_
1
ヵ
，丫
.が

:':
::

(

3J
F
赞
上
ジ
W 

.
ッ
バ
I〕

^

引̂
ず
苔
よ
;̂
.も
太
*
名
；利
益
が
得
&
作
务
と
き
^'
限
^

^
 

丨
x
.̂
;

ょ

れ 

'ば
ぐ
：:'
1
_
0九
年
.の
.；取
引

所

規

則

改
;1
£
者
時
、
；̂

力
"丨
^.
ジ
、..

『
ッ
き
;:
1
;以
外

：の;:
#
お
.行
ぅ
_
賢
を
藥
：业
ぜ̂

.

ら
/れ
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た
も
.の
^
あ
.る

,0
^
.の
1̂
ブ
.ド

.̂
1
为

,1
:
ば
、
.
.米
«;
顧
#-
'̂
:』

^

.#
す
.る
英
米
萌
社
.や
南
呵
^
鱗
株
^
取
引
ず」

る
.南
阿
商
社
等
‘の
..ょ
ぅ
&
商
)1
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賣
贸
.ず
；る
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が

多
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っ
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で
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'ョ
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丨
^

T

ジ
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ッ
ノ

 X.
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:

と

取

引

も

な

.：い
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1
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不

法

行

爲

女

禦

止

す

る

た

：
め

ぬ

3
^
^

::名
ょ
>
- ^
場

外

^

お

5

て

寶

賀
^

た
變
ロ
；
¥
、
へ.多
太
の.利
絲
1̂̂

-
ノ
め
ブ
'
ロ

ー

力

ょ

^
湯

外

費

贾

は¥
實
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禦

业;^
れ
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_
て
^
在

め

龙¥
遊

，
.他

货

迄

■■,
-

:

で
.砮

.か
ら

？

そ
：の

場

外

寶

賈

は

取

引

所

擬

則

に

違

反

：ナ

る
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「

喰

合

葬

文

」

"̂
つ
¥

:^
へ:;
1.

ゼ
_:
1

ヵ

:1
:
:が
'兩
名
の
ー
委
託
#

>
ら

同
^
證
^

い
'て
貴
付
及
び
：賣

使

注

文

を

.受

け

た 

,へ
と
き
は
、:-'
'
'
::同
時
：̂
1
:
.
ー
の
ジ
：ョ
ッ
バ
ー.と
兩
法
文
凌
執
抒
电.截
ば
资
1&
繁

;:
9
そ
.：の
値
段
^
賓
貢
!̂
間
か
ら
み
.て 

り
と
思
づ
も
の
で
あ
名̂
と
が
黎
要
で
あ
る』

^

こ
の
:*
引
拔
.す
^
て
'プ
.ロ
.ト
ヵ
.丨
.が
|3
錄

し
.'
取

引

所

现

事

會

の

要
 

ハ
,'
-求
_次
第
そ
の
安
當
姻
を
克_
せ
ね
_ば

::
^
ら
ぬ
;°
臉
合
せ
が
で
き
名
鞑
を
以̂

名

も

.

.の

^

は

：
故

い

と

論

，

名

者

「

.喰

合

せ

注

文

」

は

、

委

託

者

必

取

引

厕

樣

g

ね

嚴

置

な
.監

視

を
#

{
け

、

^

託

手

數

沙

も

'

.「

方
の
.委
託
者
か
ら
(7
)
;み
邊
歌
し
、
ジ
H
ッ
バ
ー
と
の
赛
漬
ま
い
て
同
時̂
減

蓝

雾

等
©
制
慨
敗
定
が
あ
；つ̂
極
：め
そ
嚴
讀
で
あ( 

、
名
ぅ
と
れ
は
ー
漏
合
せ
娘
文̂
を
餘
儀
東
が
が
の.
^^ '
-
:

隹
芒
計
箅
賓
賀
の
藉
止.を
綏
_
し
て
^
來
冱
#
做
す
；こ
と
献»,
替
を
襄
ず
：务
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が
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.第一,1

項
に
お
^
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振
せ
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め
て
い
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意
せ
ね
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こ

れ

.

.は

紐

育

.株

式

取

引

所

の

一

ー

跟

仲

質

人

H

w

o
 D

o
l

l
a

r
w

r
o

k
e

r
y

の

ょ

ぅ

H
、
r

他

の

ブ

ロ
 

1

ヵ

！

か

ら

-
の

注

^ :
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を

.立

會

場

內

で

_也

.

.の

會

员

と

執

行

し

、
少

額

の

手

嫩

料

を

ラ

る

」

と

い

ラ

機

能

を

禁

止

し

.：
て

い

る

こ

，と

を

示

す

も

の

で

あ

^

D 

ロ
ン

ボ

ン

で

は

會

員

は

一

名

の
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公

認

寒

(
A

u
t

h
o

r
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s
e

d

Q

4

)

、
，
:
商

社

は

二

名

の

公

認

書

記

を

使

用

し

て

自

己

の

名

義

で

寶

贾

'す

る

.こ

と

を

許

し

て

い

^

め

過

ぎ

な
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H

ン

ド

ン

株

式

取
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份
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機
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離
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i
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l

o
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'
o费
質
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、；#
員

均

身

が

齊

記

，
の
み
，
で

.は
^
文
を
處
现
で
き
核
い
場
合
を
あ
り
う.る
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ニ
賜
仲
買
人
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.如
き
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I
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圓

.
、
-
1

め
れ
ば
、-
沈
文
の
執
行
'を
容
故
に
+
名
も
の
と
.も
考
え
、ら
れ
る
。
然
吝
に
こ
机
を.許
さ
な
.い
理
由
は
、
他
の
ブ
ロ
ド
力
ー
か
ら
注
文
を
委 

託
さ
れ
名
か
ら
一1热
仲
買
人
の
手
許
に
い

「

喻
合
せ
注
文
！

J

が
多
く
な
名
，の
を
防
止
せ
ん.と
す
る
こ
と
^
あ
ろ
，う
，
。
、
他
の

.
®由
は

公

衆

•か 

ら
微
收
す
^
类
訟
手
數
利
の一

■部
を
：
そ
の
^
ら
し
い
職
業
■の
ブ
'ロ
-丨
ヵ.
.
丨

に
'分
割
し
&
け
れ
ば
：な
ら
ぬ
か̂c

一
で
あ
ろ
う
。
匕
の
よ
う
な 

"，.む
i
f
c
m
れ
被
ネ
.採
^
を
取
次
い
だ
銀
行
が
ブ
せ
ー
ヵ
ー
か
ら
う
け
名
分
割
手
數
料
を
減
ず
Iる
か
、
ブ
p
1力
ー
自
身
の
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數
料
收
人
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減
少
；せ
!>
め
名
.が
せ
ね
ぼ
な
ら
な5
。
か
か
る
_
牲
を
拂
づ
て
ま
で
も
、
現
行
制
度
を
變
觅
す
る
必
要
，
な
い
か
，ら
他
，の

.ブ
'p
i
1力
.丨
か 

.

.ら
め
注
'*
め
取
次
が
禁
止
さ.'れ
.て
.，

S.
る
.も
の
と
思
わ
れ
る
ぅ
 

一

U 

; 

,
1 

:

'

惟
う
に
ロ
ン
ド
ン
株
式
取
引
所
妃
お
い
て
は
、
ブ
卢
！
力
ー
の
委
託
手
數
料
の
分
割
は
、
極
め
て
康
要
な
意
味
を

.
^

泠
て
棒
る' 0

特
に

.

'. 

ー
ズ̂

丨
力

l

a

銀
衍

¥

の
,

求
び
；そ

.

の
乎
數
料
分
割
は
、
特
殊
な
東
情
に
よ
名
も
の

.

セ
あ
為
こ
れ
が
先
た
取
：引
所
會
員
：の
媒
能
が
ブ
' .

、 

^

1

力
ー
と
ノ
J
ノ
バ
ー
に
分
離
し
て
い
名
琎
由
と
そ
の
問
題-5
:
解
く
鏈
を
な
し
て
い
名.0- 

,■
 

.
 

.

:

パ
，>
タ
.
':
^
グ
株
式
取
引
所
は
、
乎
形
交
換
豐
び
英
國
銀
行
家f

の
加
盟
銀
行
と
ロy
F
ン
市
内
で
震
す
る
銀
行
及
び'
.金
：融
.業
者 

を
、
-
{■代
现
人
登
錄
筂」

CRe

aqlsters of 

の
一
っ
で
あ
る「

銀
行
登
錄
筂」

(Register; o
f

 
w
s
k
s

)

に
登
錄
し
'て
.い(

る
。
，
， 

登

錄

し

た

銀

；対

は

、
特

別

，の

場

分

を

除

气

ブ

ロ

丨

ヵ

ー

机

受

取

っ

，
た

委

託

^
!
耕
め
三
分
の11

以
上
の
分
_

$
妙
か
务
::
°-
1へ

，
ネ1

0
•• 

部
代
以
前
か
ら
分
割
め
此
率
は
五
割
と
さ
れ
て̂:
た
が
.、
瑰
在
で
は
三
分”

S
 
ニ
，以

上

ど

な

っ

て

い

、

。

分

割

手

數

料

は

商

業

銀

行

に

對

し

-

' 

:
:て.多
額

；0收
益

を

提

供

し

、
，銀

疗

の

有

力

な

財

源

‘で
あ

る

。
、
か

よ
t
な
手&
の
分
割
を
受
け
名
の
は
、
株
式
銀
行
が
取
引
所
業
務
一
に
貢
i

:

f 

K
5

S

大

ぶ

理

人
S

り
、
i

K

I
役
割
は
1
認
f

れ
、•着
せ

ら

れ
I

値

富

か

ら

含

今

■

急

V.'

雄
實
、
取
引
所
に
登
錄
し
て
い
名
株
式
銀
行
は
、
近
年
取
引
所
業
務
壳
氣
理
す
る
特
別
の
部
課
を
諛
笸

b

て•

い
K

o

ま
た
銀
软
は
取
引
所

_
:業
務
の
安
全
在
仲
介
紫
と&
り
、
取
引
注
文
の
蒐
槊
と
そ_の
執
狩
^
つ
い
-て
決
矩
的
に
助
カ
し
て
い
か*
顧
寄
も
.’ま^

p
a -
を
爾
じ
セ
怨
：

-す
仁
と
忽
好
む
者
が
少
く
舞
い
。

銀
行
の
本
弟̂
る

の

吸

收

と
f

は
、.
そ
0
爾

齋

奪

攀

が

取

引

通
5|
|€
^

^
す
各
場
¥
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:

は
、
そ
の
決
濟
證
の
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^

の
上
か
ら
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つ
.て
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.
"；取
引
所
業
務
と
辦
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關

，
係

が

坐

じ

て

，
く
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始

銀

行

は

：
證

錄

#
保
護
®
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代
迦
取
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ロ
ー
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交
拂
、
誰#
の
_名

義

務
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を
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、

：

ヴ
p
丨
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顧
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然
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務
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す
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ぱ
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|

极
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務
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蚕
た
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文
の
取
次 
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1證
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右
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す
る
费
用
辨
傲
な
の‘'で
あ
る
か
。
軍
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手
數
料
の
三
分
今
ニ
以
上
と
い
ゲ
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<
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.
： 

み

.-
1
7わ
れ
て
-い
る
の
で
は
あ
る
まV 

o浊
文
者
が
_
行
め
1|
客
た
'る
^
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あ
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縱
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決
濟
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で
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力
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訪
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れ
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ョ
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損
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又
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力
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ョ
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能
分
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最
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。
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顧
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た
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に
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た
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加
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縱
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薇

ゎ

ふ

そ

，の

特

有

の

露

圃

敎

肇

に

；
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潤
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れ
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す-る
に
茧
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度
こ
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分
割
手
.數
料
を
確
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す
れ
ば
、
委
託
者
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利
溢
ま
名
に
於
^
フ
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と
ジ
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^
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つ
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固
た
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史
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滄
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述
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叻
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條
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